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幼児期

スクリーン
タイムが長い

その後の神経発達の影響を解析

大阪大学と浜松医科大学の共同研究
米国医学会科学誌「JAMA Pediatrics」に発表

2歳時点の毎日平均が「1時間以上」の場合
WHOガイドライン「2歳は1時間未満」推奨
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2歳

スクリーン
タイムが
長い
（1日
1時間
超）

４歳

コミュニケーション機能
例：自分の意見を言える

社会機能
例：ミスをわびる、挨拶

日常生活機能
例：後片付け、危険の察知

やや

やや
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❶幼児期のスクリーンタイムに関する指針の見直しの
必要性を指摘した
保護者にゆだねる以外の方策を探るべき

本研究成果が社会に与える影響

❷幼児期のスクリーンタイムを減らすことに固執すべ
きではない
外遊び以外にも、望ましくない影響を減らすための手立てを開発すべき

❸「スマホ育児」というネガティブワードの見直しが
必要であることを示した
十分な根拠のないまま否定的にみる空気はいかがなものか
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米国CDCの調査に採用された定義をもとに
「1日に30分以上、外気に触れて息が多少弾む程度の
活動を行った週当たりの日数」が6日以上の場合

「外遊びが多い」の定義

・外で走り回る遊び
・外での散歩
・長時間の買い物
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